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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16年 10月 25日に公表した平成 17年 3月期(平成 16年 4月 1日～平
成 17年 3月 31日)の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ致します｡ 
 

記 
 
１． 業績予想数値の修正(平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日) 

(単位：百万円) 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 788 0 0 
今回修正予想（B） 894 △5 △0 
増減額（B－A） 106 △5 △0 
増減率（％） 13.4％ － － 
(ご参考) 
前期実績(平成 15年 3月期) 620 △134 △727 

 
２． 修正の理由 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 

 
売上は、予想の 788百万円に対し 113.4％の 894百万円となる見込みです。 
部門別に見ますと、交通関連分野、次世代インフラ分野のボーダフォン向け「＠写メール」事業、その他

分野は順調に推移しております。また、位置情報インフラ提供分野においては、「b－Walker」の法人向け納

入が本格化し、ナビゲーション機能拡張版が台湾の大手 PC メーカーに OEM 供給されたほか、次世代インフラ

分野の「モニタリング倶楽部」事業は、大手飲食店チェーンを始め法人向けの納入が本格化しました。次世

代インフラ分野の「無線 LAN」事業については、新規に通信事業者への展開が開始され関連コストの削減を
進めております。生活情報分野は広告配信システムの ASP 事業のマーケットが縮小したため昨年 9 月に撤退

をいたしました。 
しかしながら、当期に取り組みました人件費を中心とした原価及び販管費の削減効果が予想より遅れまし

た。 
その結果、売上高 894百万円、経常損失 5百万円、当期純損失 0百万円の見通しとなりました。 
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